
NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題

28年度決
算額［千
円］

29年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②平成30年度に取組む改革・改善内容

30年度予
算額［千
円］

1 一般 3 1 3
112いきいきとした高
齢社会の形成

社会福祉センターの管理運営に要する経費高齢者支援課 　　
①指定管理者制度（シルバー人材センター）による管理運
営。
②個別付属設備の老朽化（主要設備は改修済）。

20,375 20,131
6精査・検
証

①管理運営に係る収支状況の精査検証を行う必要がある
ため。
②引き続き指定管理者制度を活用して管理運営する。

20,173

2 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

高齢者在宅福祉に要する経費 高齢者支援課 　　

①緊急通報システム・紙おむつ給付等を通して在宅の高齢
者や介護者の負担を軽減する。
②利用条件の緩和や制度周知により、利用者の増加を図
る。

24,964 23,682
6精査・検
証

①在宅福祉に関するニーズと展開する各種サービス現状を
精査検証する必要性がある。
②各種サービスの利便性を向上し、利用者の拡大を図る。

30,105

3 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

高齢者生きがい対策に要する経費 高齢者支援課 　　
①敬老事業・老人クラブ等補助金、はり・きゅう・マッサージ
等費用助成を通して高齢者の生きがい、健康維持を図る。
②ゲートボール場等高齢者向けスポーツ施設の維持管理。

21,422 26,638
6精査・検
証

①生きがい創設に向けて、効果的な事業の展開方法や補
助金等を精査検証する必要性がある。
②敬老事業、憩の家整備等の地域間格差・利用希望者の
利便性の向上を図る。

29,223

4 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護事業者の助成に要する経費 高齢者支援課 　　

①介護保険サービスの利用者負担額の減額を行なった社
会福祉法人等に対し、減額対象費用の一部を助成金として
交付する。
②高齢化による要介護認定者・サービス受給者の増加に伴
い、低所得者に対する利用料の減免も増加が予想される。

3,028 3,790
6精査・検
証

①対象事業者の把握について検証を要する。
②制度に基づき、継続して実施する。

1

5 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

高齢者の施設措置に要する経費 高齢者支援課 　　
①養護老人ホームへの入所措置費。
②高齢化に伴い対象者が増加傾向にある。

29,238 31,751
6精査・検
証

①市の単独事業であり、絶えず検証する。
②介護保険制度など他事業の活用を絶えず検証する。

34,561

6 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

老人福祉施設の助成に要する経費 高齢者支援課 　　
①特別養護老人ホーム等への整備資金補助を行う。
②補助対象各法人の安定的な運営に必要不可欠なものと
なっている。

6,974 6,262
6精査・検
証

①法人の運営状況の把握、精査・検証が必要である。
②安定的な法人の運営を目指し、補助を継続する。

4,151

7 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

四市複合事務組合負担金に要する経費 高齢者支援課 　　
①三山園の運営のための負担金を支出する。
②施設の安定した運営のため四市複合事務組合組合負担
金として補助している。

18,833 23,123
6精査・検
証

①事業運営、収支について精査・検証を要する。
②介護保険制度下における施設運営方針等を四市で協議
する。

31,312

8 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護保険特別会計繰出金 高齢者支援課 　　

①介護保険法に基づく給付費等の市町村負担金、その他事
務費相当分として介護保険特別会計に繰出金を支出する。
②高齢化による要介護（支援）認定者の増加に伴い、介護
給付費の増加が見込まれる。

907,235 981,236
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険事業の円滑な運営のため、継続して実施。

1,033,941

9 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

福祉有償運送の事務に要する経費 高齢者支援課 　　
①福祉有償運送の安全・安定的な運営を図るため有識者等
による運営協議会を開催する。
②事業者登録、登録期間延長等につき協議する。

0 0
6精査・検
証

①NPO事業者（団体）の構成員の高齢化等により事業継続
を断念するNPO法人が認められるなど検証を要する。
②社会福祉協議会による事業の可能性、登録事業者への
運営補助方法の検討

48

10 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護保険運営推進事業に要する経費 高齢者支援課 　　

①介護保険の円滑かつ公正な運営を図るため「介護保険運
営及びサービス推進協議会」による事業運営に係る審議等
を行う。
②高齢者人口の増加に伴い介護認定者も増加傾向にあり、
サービス内容等の見直しや充実強化について、議論を重ね
る必要がある。

1,540 150
6精査・検
証

①介護保険事業の円滑な運営を検証する基本的な事業で
あり、絶えず検証を要する。
②介護保険運営及びサービス推進協議会において、介護
にかかわる広範囲な意見を、介護保険制度に反映させ制度
の円滑な推進を図る。

136

11 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護サービス利用者負担対策事業に要
する経費

高齢者支援課 　　

①障害ホームヘルプサービスの利用において定率負担額が
0円となっている者が介護保険の適用を受けることとなった
場合には、利用者負担を全額免除する。
②対象者は限定されるが、高齢化に伴い増加が見込まれ
る。

0 0
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②引き続き低所得者の負担軽減を図り、適切な介護サービ
スを利用できるようにする。

2
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NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題

28年度決
算額［千
円］

29年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②平成30年度に取組む改革・改善内容

30年度予
算額［千
円］

12 一般 3 1 6
112いきいきとした高
齢社会の形成

シルバー人材センターに要する経費 高齢者支援課 　　

①高齢者の就労対策の中核と位置付けるシルバー人材セ
ンターに補助金を交付する。
②世代間ニーズの相違等による会員数の減少傾向がみら
れる。

21,610 18,610
6精査・検
証

①市庁舎への事務所移転後、管理運営状況の精査検証を
行う必要があるため。
②多様化するニーズに対応する事業拡大、会員数増計画
を支援協力する。

16,110

13 介護 1 1 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護保険事務に要する経費 高齢者支援課 　　
①介護保険の事務処理全般にかかる事業経費。
②介護保険システム関連経費が大部分を占めており、法改
正等の都度改修費用がかかる。

44,654 61,519
6精査・検
証

①介護保険に係る事務処理全般の管理を行っており、事務
を適正に進めていく上で検証を要する。
②納付者の利便性と収納率の向上のため、介護保険料の
コンビニ収納を31年度から導入する。

74,651

14 介護 1 2 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護保険料賦課徴収に要する経費 高齢者支援課 　　

①介護保険電算システムにより介護保険料の賦課・徴収等
の処理を行い、出力された帳票をもとに各種事務を行う。
②高齢化による被保険者の増加に伴い、介護費用も増加し
ている。安定的な財源確保のため、介護保険料も引き上げ
となっているが、それによる収納率の低下や滞納保険料額
の増加等の悪循環もみられる。

6,932 6,708
6精査・検
証

①介護保険の安定的な財源確保のための事業であり、保
険料の賦課徴収に関しては、介護保険法に基づき適正に
実施するため、検証を要する。
②介護保険料収納率向上対策計画書に基づき、滞納者へ
接触及び納付推奨を実施し、滞納保険料の解消に努めると
ともに、納付書送付時に介護保険料リーフレットを同封し、
保険料納付への理解を求める。

7,566

15 介護 1 3 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護認定審査会に要する経費 高齢者支援課 　　
①介護認定審査会の開催経費。
②高齢化に伴い審査会数が増加している。

16,360 18,072
6精査・検
証

①公平で効率的な審査が出来るよう絶えず検証している。
②効率的な審査を検討する。

18,979

16 介護 1 3 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護認定調査等に要する経費 高齢者支援課 　　
①介護認定審査会に提出する書類（医師の意見書、調査資
料）の作成費。
②高齢化に伴い作成件数が増加している。

34,545 35,510
6精査・検
証

①最少の経費で調査資料が作成できるよう絶えず検証して
いる。
②最少の経費で調査資料が効率的に作成できるよう検討
する。

44,964

17 介護 2 1 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護サービス給付費に要する経費 高齢者支援課 　　

①要介護認定者が介護サービスを利用した費用の保険給
付分。
②高齢化による要介護認定者、サービス受給者の増加に伴
い、介護給付の増加が見込まれる。

4,688,168 5,034,192
6精査・検
証

①介護サービスの提供により、要介護状態の維持、改善に
努め、住み慣れた地域で自立した生活を送れるよう検証を
要する。
②介護保険法に基づき継続して実施。引き続き給付費適正
化に努める。

5,352,373

18 介護 2 1 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

特例介護サービス給付費に要する経費 高齢者支援課 　　

①認定の効力が生じる日よりも前に、緊急その他やむを得
ない理由によりサービスを受けた場合等において、サービス
給付費を償還払いする。
②過去の実績はないが、高齢化による要介護認定者、サー
ビス受給者の増加に伴い発生する可能性はある。

0 0
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

40

19 介護 2 1 3
112いきいきとした高
齢社会の形成

地域密着型介護サービス給付費に要す
る経費

高齢者支援課 　　

①鎌ケ谷市在住の要介護認定者が市が指定した事業所の
介護サービスを利用した費用の保険給付分。
②高齢化による要介護認定者、サービス受給者の増加に伴
い、介護給付の増加が見込まれる。

574,511 591,787
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施。引き続き給付費適正
化に努める。

631,257

20 介護 2 1 4
112いきいきとした高
齢社会の形成

特例地域密着型介護サービス給付費に
要する経費

高齢者支援課 　　

①認定の効力が生じる日よりも前に、緊急その他やむを得
ない理由によりサービスを受けた場合等において、サービス
給付費を償還払いする。
②過去の実績はないが、高齢化による要介護認定者、サー
ビス受給者の増加に伴い発生する可能性はある。

0 0
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

10

21 介護 2 2 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護予防サービス給付費に要する経費 高齢者支援課 　　

①要支援認定者が介護予防サービスを利用した費用の保
険給付分。
②高齢化による要支援認定者、サービス受給者の増加に伴
い給付費の増加が見込まれる。

288,682 201,923
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施。引き続き給付費適正
化に努める。

116,280

22 介護 2 2 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

特例介護予防サービス給付費に要する
経費

高齢者支援課 　　

①認定の効力が生じる日よりも前に、緊急その他やむを得
ない理由によりサービスを受けた場合等において、サービス
給付費を償還払いする。
②過去の実績はないが、高齢化による要支援認定者、サー
ビス受給者の増加に伴い、発生する可能性はある。

0 0
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

20



NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題

28年度決
算額［千
円］

29年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②平成30年度に取組む改革・改善内容

30年度予
算額［千
円］

23 介護 2 2 3
112いきいきとした高
齢社会の形成

地域密着型介護予防サービス給付費に
要する経費

高齢者支援課 　　

①鎌ケ谷市在住の要支援認定者が市が指定した事業所の
予防サービスを利用した費用の保険給付分。
②高齢化による要支援認定者、サービス受給者の増加に伴
い給付費の増加が見込まれる。

2,106 2,701
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施。引き続き給付費適正
化に努める。

614

24 介護 2 2 4
112いきいきとした高
齢社会の形成

特例地域密着型介護予防サービス給付
費に要する経費

高齢者支援課 　　

①認定の効力が生じる日よりも前に、緊急その他やむを得
ない理由によりサービスを受けた場合等において、サービス
給付費を償還払いする。
②今まで実績はないが、高齢化による要支援認定者、サー
ビス受給者の増加に伴い、発生する可能性はある。

0 0
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

1

25 介護 2 3 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

審査支払手数料に要する経費 高齢者支援課 　　

①介護サービス等提供事業者からの給付費請求に係る審
査支払事務を国民健康保険団体連合会に委託しているた
め、その手数料経費。
②高齢化による要介護認定者、サービス受給者の増加に伴
い、審査支払手数料も増加するものと思われる。

5,771 5,519
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

6,019

26 介護 2 4 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

高額介護サービス費に要する経費 高齢者支援課 　　

①被保険者が在宅・施設・地域密着型サービスを利用した
月の利用者負担額が上限額を超えた場合支給する。
②高齢化による要介護認定者、サービス受給者の増加に伴
い、高額介護サービス費の増加も見込まれる。

121,058 126,677
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

143,735

27 介護 2 4 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

高額介護予防サービス費に要する経費 高齢者支援課 　　

①被保険者が在宅・施設・地域密着型サービスを利用した
月の利用者負担額が上限額を超えた場合支給する。
②高齢化による要介護認定者、サービス受給者の増加に伴
い、高額介護サービス費の増加も見込まれる。

221 139
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

306

28 介護 2 5 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

高額医療合算介護サービス費に要する
経費

高齢者支援課 　　
①医療及び介護の両制度における自己負担額の合計額が
高額となった場合に、一定の上限額を超えた分を支給する。
②高齢化に伴い介護・医療とも給付の増加が見込まれる。

14,852 18,238
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

21,237

29 介護 2 5 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

高額医療合算介護予防サービス費に要
する経費

高齢者支援課 　　

①医療及び介護の両制度における自己負担額の合計額が
高額となった場合に、一定の上限額を超えた場合支給す
る。
②高齢化に伴い介護・医療とも給付の増加が見込まれる。

0 0
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

1

30 介護 2 6 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

市特別給付費に要する経費 高齢者支援課 　　

①第1号被保険者の保険料を財源として要介護者や要支援
者に対し、法律で定められている保険給付以外の鎌ケ谷市
独自の給付サービス。
②高齢化による要介護認定者、サービス受給者の増加に伴
い、当事業の利用者も増えていくことが見込まれる。

1,230 2,580
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②要望が多かった保険給付外サービスとして引き続き事業
を実施し、利用者の日常生活を支援していく。

1,948

31 介護 2 7 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

特定入所者介護サービス費に要する経
費

高齢者支援課 　　

①負担限度額認定を受けた要介護被保険者が介護保険施
設へ入所等サービスを利用した際の食費・居住費（滞在費）
について、基準額と自己負担の限度額との差額を、国民健
康保険団体連合会を通じて事業者に支払う。
②高齢者の増加に伴い、要介護認定者、介護サービス利用
者も増加しており、負担限度額認定の対象者数も増加する
と思われる。

198,669 188,872
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

242,727

32 介護 2 7 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

特例特定入所者介護サービス費に要す
る経費

高齢者支援課 　　

①低所得の要介護被保険者が認定の効力の生じる日より
前に、緊急その他やむを得ない理由により、介護保険施設
への入所等サービスを利用した際の食費・居住費（滞在費）
について、償還払いで支給する。
②今まで実績はないが、高齢化による要介護認定者、サー
ビス受給者の増加に伴い、発生する可能性はある。

0 0
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

20



NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
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①事務事業の概要
②課題

28年度決
算額［千
円］

29年度決
算額［千
円］

総合評価
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30年度予
算額［千
円］

33 介護 2 7 3
112いきいきとした高
齢社会の形成

特定入所者介護予防サービス費に要す
る経費

高齢者支援課 　　

①負担限度額認定を受けた要支援被保険者が短期入所
サービスを利用した際の食費・居住費（滞在費）について、
基準額と自己負担の限度額との差額を、国民健康保険団体
連合会を通じて事業者に支払う。
②高齢者の増加に伴い、要支援認定者、支援サービス利用
者も増加しており、負担限度額認定の対象者数も増加する
と思われる。

77 27
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

153

34 介護 2 7 4
112いきいきとした高
齢社会の形成

特例特定入所者介護予防サービス費に
要する経費

高齢者支援課 　　

①低所得の要支援被保険者が認定の効力の生じる日より
前に、緊急その他やむを得ない理由により、介護保険施設
への入所等サービスを利用した際の食費・居住費（滞在費）
について、償還払いで支給する。
②過去の実績はないが、高齢化による要支援認定者、サー
ビス受給者の増加に伴い、発生する可能性はある。

0 0
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

1

35 介護 3 1 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

財政安定化基金拠出金に要する経費 高齢者支援課 　　

①介護保険財政の安定化のため、千葉県に設けられた財
政安定化基金に国、県、市が3分の1ずつ拠出する。
②各保険者において適切に給付費等を見込むことにより、
交付・貸付が減少しており平成21年度以降、拠出金は0円と
なっている。

0 0
6精査・検
証

①千葉県を通じて、他市の状況を検証する必要がある。
②介護保険法に基づき適正に事務を進める。

1

36 介護 4 1 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

予防事業に要する経費 高齢者支援課 　　
①談話室事業の負担金、保険料。
②事業を担う推進員が減少傾向にある。

783 908
6精査・検
証

①参加者が安定して活動ができるよう検証する。
②傷害保険の加入を継続して行う。

978

37 介護 5 1 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護予防・生活支援サービス事業に要
する経費

高齢者支援課 　　

①要支援認定者、事業対象者が総合事業を利用した費用
の保険給付分。
②高齢化による要支援認定者、サービス受給者の増加に伴
い、給付費の増加見込まれる。

0 94,554
6精査・検
証

①介護サービスの提供により、要支援状態の維持改善に努
め、住み慣れた地域で自立した生活を送れるよう検証を要
する。
②介護保険法に基づき継続して実施。

208,026

38 介護 5 1 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護予防ケアマネジメント事業に要する
経費

高齢者支援課 　　
①総合事業利用者の介護予防ケアマネジメント費。
②高齢化に伴い、給付の増加が見込まれる。

0 11,701
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施。

28,444

39 介護 5 2 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護予防把握事業に要する経費 高齢者支援課 　　
①一般介護予防事業対象者に対する実態把握に関する経
費。
②事業周知により、利用者増加を図る。

0 43
6精査・検
証

①一般介護予防対象者の増減について絶えず検証する。
②効果的な把握方法の検討。

675

40 介護 5 2 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護予防普及啓発事業に要する経費 高齢者支援課 　　
①介護予防事業委託費、運動指導講師報償費等。
②高齢者率増加傾向のため健康意識が高まり介護予防の
事業が必要となる。

0 3,934
6精査・検
証

①高齢者率増加傾向のため介護予防の意識が高まり事業
の必要性が大きい。
②今後も委託等で介護予防の講座等を開催する。

9,559

41 介護 5 3 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

包括的支援事業に要する経費 高齢者支援課 　　
①地域包括支援センターの運営費。
②高齢化に伴い相談件数等が増えている。

90,100 103,045
6精査・検
証

①相談件数等が増加しているため絶えず検証する。
②地域包括支援センターの職員の増員、圏域について検討
する。

104,475

42 介護 5 3 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護サービス適正化事業に要する経費 高齢者支援課 　　
①介護サービス従事者を対象とした研修費。
②研修の実施回数が少ない。

90 120
6精査・検
証

①研修結果について絶えず検証する。
②研修受講性のニーズに合わせた研修を実施する。

201

43 介護 5 3 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

家族等支援事業に要する経費 高齢者支援課 　　
①徘徊高齢者位置情報サービス費など。
②サービス利用者が少ない。

604 546
6精査・検
証

①利用者の増減について絶えず検証している。
②必要と思われる対象者に利用を呼び掛けている。

1,179
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算額［千
円］

44 介護 5 3 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

成年後見人制度利用支援事業に要する
経費

高齢者支援課 　　
①申立てに要する印紙代と切手代、後見人報酬費。
②制度周知により、利用者の増加を図る。

1,496 1,733
6精査・検
証

①認知症高齢者の増加に伴い、事業の必要性が大きい。
②保佐人、補助人に関する相談、申立ても積極的に実施す
る。

4,116

45 介護 5 3 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

福祉用具・住宅改修支援事業に要する
経費

高齢者支援課 　　
①住宅改修について専門職が助言や指導を行う。また、虚
弱高齢者に対し手すりの設置費用の助成を行う。
②高齢化に伴い、給付の増加が見込まれる。

57 70
6精査・検
証

①自宅での生活が円滑となる、効果的な住宅改修が行える
ように検証が必要である。
②今後も継続して事業を実施する。

217

46 介護 5 3 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

地域自立生活支援事業に要する事業 高齢者支援課 　　

①在宅1人暮らし高齢者等に対して栄養相談における管理
栄養士によるｱｾｽﾒﾝﾄ結果に基づいて配食ｻｰﾋﾞｽを提供す
ることにより、在宅生活が維持できるよう支援する。
②高齢化に伴い、給付増加が見込まれる。

5,364 5,637
6精査・検
証

①既存の組織等を活用しながら、地域に不足するサービス
の創出を目指す。
②今後も継続して事業を実施する。

7,877

47 介護 5 3 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

認知症総合支援事業に要する経費 高齢者支援課 　　

①認知症カフェ委託費、認知症初期集中支援チーム委託
費、認知症推進員報償等。
②認知症施策を開始する要綱や達成数値等があるため委
託費や報償費、また研修費は必要となる。

1,566 3,083
6精査・検
証

①認知症について理解を深め、認知症の方、またその家族
が住みやすい地域づくりを目指す。
②啓発事業や、相談事業を充実させる必要がある。

4,371

48 介護 5 3 3
112いきいきとした高
齢社会の形成

在宅医療・介護連携推進事業に要する
経費

高齢者支援課 　　
①相談窓口の運営、医療・介護職の講演会・研修費。
②研修会を実施することで連携、支援体制を強化していく必
要がある。

0 4,142
6精査・検
証

①相談窓口の運営方法、、研修結果について絶えず検証す
る。
②相談窓口機能の強化、効果的な研修を医師会等と協議し
実施する。

3,819

49 介護 5 3 4
112いきいきとした高
齢社会の形成

生活支援体制整備事業に要する経費 高齢者支援課 　　
①地域資源の開発支援・支援者の養成、ネットワークの構
築。
②地域での問題解決能力を高めていく。

0 0
6精査・検
証

①地域資源の開発支援・支援者の養成、ネットワークの構
築を検証し、次年度に活かしていく。
②介護保険法に基づき事業を継続する。

4,176

50 介護 5 4 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

審査支払手数料に要する経費 高齢者支援課 　　

①介護サービス等提供事業者からの給付費請求に係る審
査支払事務を国民健康保険団体連合会に委託しているた
め、その手数料経費。
②高齢化による要介護認定者、サービス受給者の増加に伴
い、審査支払手数料も増加するものと思われる。

3 202
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険法に基づき継続して実施する。

442

51 介護 6 1 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

介護保険財政調整基金積立金に要する
経費

高齢者支援課

①介護保険事業の財政運営を安定的に行えるよう基金を設
置し、事業運営の中で生じる剰余金を当該基金に積み立て
る。
②介護保険財政が安定的に運営できるよう、余剰金につい
ては毎年度積立てを行っている。

184,222 210,579
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②計画値と実績値の検証を行い、剰余金の発生を最小限
に留める必要があるが、剰余金が発生した場合は財政調整
基金に積み立て、介護保険運営に役立てていく。

1

52 介護 7 1 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

第１号被保険者保険料還付金に要する
経費

高齢者支援課
①過年度分の還付発生者に対し、保険料の還付を行う。
②高齢化による被保険者の増加により、還付金発生の増加
も予想される。

1,553 770
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき事業を継続する。

1,650

53 介護 7 1 2
112いきいきとした高
齢社会の形成

国庫支出金等過年度分返還金に要する
経費

高齢者支援課

①前年度の介護給付費に対し、交付を受けた負担金及び交
付金に超過交付があった場合に返還する。
②過去の実績や事業量の見込みから介護給付費の算定を
行い交付申請をしたが、決算に伴い返還金が生じたため返
還を行った。

11,928 34,721
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②介護保険費用等積算については、計画値と実績値の検
証を行い返還金を最小限にしていく。

10,000

54 介護 7 1 3
112いきいきとした高
齢社会の形成

第１号被保険者還付加算金に要する経
費

高齢者支援課

①過誤納となった保険料に対し還付加算金を加えて還付す
る。
②高齢化による被保険者の増加により、還付金発生の増加
も予想される。

6 0
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき事業を継続する。

30

55 介護 7 1 4
112いきいきとした高
齢社会の形成

高額介護サービス費貸付金に要する経
費

高齢者支援課

①介護サービス費の支払いに困窮する者に対し、高額介護
サービス費の支給見込額の範囲内で無利子で貸付を行う。
②過去の実績はないが、高齢化による要介護認定者、サー
ビス受給者の増加に伴い、発生する可能性はある。

0 0
6精査・検
証

①対象者の把握について検証を要する。
②介護保険法に基づき、生活困窮者が安心して介護サービ
スが利用できるよう、引き続き実施する。
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NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題

28年度決
算額［千
円］

29年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②平成30年度に取組む改革・改善内容

30年度予
算額［千
円］

56 介護 7 2 1
112いきいきとした高
齢社会の形成

一般会計繰出金 高齢者支援課

①当該年度の介護給付費見込額等に基づき一般会計から
市の負担分を繰り入れ、翌年度において負担超過分の精算
を行う。
②過去の実績や事業量の見込みから介護給付費の算定を
行い一般会計から市負担分の繰入を行ったが、決算に伴う
市負担額の確定により一般会計への繰出を行った。

98,405 36,197
6精査・検
証

①保険給付内容の精査、検証を要する。
②決算に伴う会計処理であるため、引き続き実施していく。
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